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第3章　基本的な操作

本体の基本的な操作の方法について説明します。

電源のON

本体の電源は前面にあるPOWER/SLEEPスイッチを押すとONの状態になります。
次の順序で電源をONにします。

重要�

電源をOFFにした後、再度電源をONにする時には、10秒ほど経ってから電源をONにして
ください。

1. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源をONにする。

チェック�

無停電電源装置（UPS）などの電源制御装置に電源コードを接続している場合は、電源制御装置
の電源がONになっていることを確認してください。

2. 本体前面にあるPOWER/SLEEPスイッ
チを押す。

POWER/SLEEPランプが緑色に点灯
し、しばらくするとディスプレイ装置の
画面には「NEC」ロゴが表示されます。

「NEC」ロゴを表示している間、本体は自己診断プログラム（POST）を実行して本体自身の診断を
しています。詳しくはこの後の「POSTのチェック」をご覧ください。POSTを完了するとOSが起
動します。ログオン画面でユーザー名とパスワードを入力すれば使用できる状態になります。

チェック�

POST中に異常が見つかるとPOSTを中断し、エラーメッセージを表示します（9章を参照して
ください）。

POWER/SLEEP
ランプ
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POSTのチェック

POST（Power On Self-Test）は、本体のマザーボード内にある自己診断機能です。
POSTは本体の電源をONにすると自動的に実行され、マザーボード、メモリモジュール、
CPUモジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、POSTの実行中に各種
のBIOSセットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。
出荷時の設定では、POSTを実行している間、ディスプレイ装置
には「NEC」ロゴが表示されます。（電源ONのときから<Tab>
キーを押したままにすると、POSTの実行内容が表示されま
す。）

POSTの実行内容は常に確認する必要はありませんが、導入時や「故障かな？」と思ったと
き、または電源ONからOSの起動の間に何度もビープ音がしたり、ディスプレイ装置になん
らかのエラーメッセージが表示されたりしたときはPOST中に表示されるメッセージを確認
してください。

次にPOSTで実行される内容を順を追って説明します。

重要�

ⓦ POSTの実行中に電源をOFFにしないでください。

ⓦ POSTの実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにしてください。

ⓦ システムの構成によっては、ディスプレイの画面に「Press Any Key」とキー入力を要
求するメッセージを表示する場合もあります。これは取り付けたオプションのボードの
BIOSが要求しているためのものです。オプションのマニュアルにある説明を確認して
から何かキーを押してください。

ⓦ オプションのPCIボードの取り付け/取り外し/取り付けているスロットの変更をしてか
ら電源をONにすると、POSTの実行中に取り付けたボードの構成に誤りがあることを
示すメッセージを表示してPOSTをいったん停止することがあります。
この場合は<F1>キーを押してPOSTを継続させてください。ボードの構成についての
変更/設定は、この後に説明するユーティリティを使って設定できます。

1. 電源ON後、POSTが起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画面左上に基本メ
モリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示されます。本体に搭載されてい
るメモリの容量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあります。同様
に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程度の時間がかかる場合があり
ます。

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭載している
CPUや接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせるメッセージです。

3. しばらくすると、本体のマザーボードにあるBIOSセットアップユーティリティ「CMOS Setup」
の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。

Press F2 to enter SETUP/Q-Flash

本体を使用環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージを伴った上
記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を変更する必要はありませ
ん（そのまま何も入力せずにいると数秒後にPOSTを自動的に続けます）。
CMOS Setupユーティリティを起動するときは、メッセージが表示されている間に<F2>キーを
押します。設定方法やパラメータについては、6章を参照してください。
CMOS Setupユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめからPOSTを実行します。
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ヒント�

メモリ搭載量によっては<F2>キーを受け付ける時間が短い場合があります。その場
合は、「NECロゴ」が表示されたら<F2>キーを押してください（<Tab>キーを押さな
くても構いません）。

4. 続いてオプションのSCSIコントローラボードなどの専用のBIOSを持ったボードを搭載している
場合は、BIOSセットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます(そのまま何
も入力せずにいると数秒後にPOSTを自動的に続けます)。複数枚のボードを取り付けている場合
は、PCIスロット番号の小さい順から取り付けられているボードの起動メッセージが表示されま
す。

<例:SCSI BIOSセットアップユーティリティの場合>

Press<Ctrl><A> for SCSISelect(TM) Utility!

ここで<Ctrl>キーと<A>キーを押すとユーティリティを起動します。

SCSI BIOSセットアップユーティリティを使用しなければならない例としては、次のような場合
があります。

ⓦ 外付けSCSI機器を接続した場合
ⓦ 本体内部のSCSI機器の接続を変更した場合

設定方法やパラメータの機能についてば、オプションのボードに添付の説明書を参照してくださ
い。

SCSI BIOSセットアップユーティリティを終了すると、自動的にもう1度POSTを実行します。

5. SCSI機器を接続している場合は、接続しているSCSI機器（またはSCSI ID）を画面に表示します。

6. CMOS Setupユーティリティで「Password Check」の設定を「System」にしていると、POSTが
正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。

重要�

OSをインストールするまではパスワードを設定しないでください。

7. POSTを終了すると、OSを起動します。

POST中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。

重要�

保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてください。アラー
ム表示は保守を行うときに有用な情報となります。また、エラーの内容によってはビープ音
でエラーが起きたことを通知します。起動時にエラーメッセージが表示されたり、ビープ音
がなったりしたときは、メッセージの内容やビープ音のパターンをメモした後、保守サービ
ス会社に連絡してください。
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電源のOFF

次の順序で電源をOFFにします。本体の電源コードをUPSに接続している場合は、UPSに添
付の説明書を参照するか、UPSを制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ
い。

1. OSのシャットダウンをする。

2. 本体前面にあるPOWER/SLEEPスイッチを押す。

POWER/SLEEPランプが消灯します。

3. 周辺機器の電源をOFFにする。
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フロッピーディスクドライブ

本体前面にフロッピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）・保存（ライト）を行うこ
とのできる3.5インチフロッピーディスクドライブが搭載されています。
FAT1.44MBと720KBフォーマットのフロッピーディスクを使用できます。

フロッピーディスクのセット/取り出し

フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットする前に本体の電源がON
（POWER/SLEEPランプ点灯）になっていることを確認してください。
フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチッ」と音がし
て、フロッピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び出します。

チェック�

ⓦ フォーマットされていないフロッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め
ないことを知らせるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。
OSに添付の説明書を参照してフロッピーディスクをフォーマットしてください。

ⓦ フロッピーディスクをセットした後に本体の電源をONにしたり、再起動するとフロッ
ピーディスクから起動します。フロッピーディスク内にシステムがないと起動できませ
ん。

イジェクトボタンを押すとセットしたフロッピーディスクをフロッピーディスクドライブか
ら取り出せます。

チェック�

フロッピーディスクアクセスランプが消灯していることを確認してからフロッピーディスク
を取り出してください。アクセスランプが点灯中に取り出すとデータを破壊するおそれがあ
ります。

フロッピーディスクの取り扱い

フロッピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケー
トにできていますので、次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ フロッピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。

ⓦ ラベルは正しい位置に貼り付けてください。

ⓦ 鉛筆やボールペンで直接フロッピーディスクに書き込んだりしないでください。

ⓦ シャッタを開けないでください。

ⓦ ゴミやほこりの多いところでは使用しないでください。

ⓦ フロッピーディスクの上に物を置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。

ⓦ たばこの煙に当たるところには置かないでください。
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ⓦ 水などの液体の近くや薬品の近くには置かないでください。

ⓦ 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。

ⓦ クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。

ⓦ 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管してください。

ⓦ フロッピーディスクは、保存している内容を誤って消
すことのないようにライトプロテクト（書き込み禁止）
ができるようになっています。ライトプロテクトされ
ているフロッピーディスクは、読み出しはできます
が、ディスクのフォーマットやデータの書き込みがで
きません。重要なデータの入っているフロッピーディ
スクは、書き込み時以外はライトプロテクトをしてお
くようお勧めします。3.5インチフロッピーディスクの
ライトプロテクトは、ディスク裏面のライトプロテク
トスイッチで行います。

ⓦ フロッピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって

によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付されて
いるフロッピーディスクは必ずバックアップをとってください。）

ライトプロテクト
スイッチ

書き込み 書き込み
不可　 可
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CD-ROMドライブ

本体前面にはCD-ROMドライブがあります。

注意�
装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。
詳しくは、iiiページ以降の説明をご覧ください。

ⓦ CD-ROMドライブのトレーを引き出したまま放置しない

ⓦ ヘッドフォンは耳にあてたまま接続しない

ディスクのセット/取り出し

1. 本体の電源がON（POWER/SLEEPランプ点灯）になっていることを確認する。

2. CD-ROMドライブ前面のオープン/クローズボタンを押す。

トレーが出てきます。

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。

4. オープン/クローズボタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。

トレーは自動的にドライブ内にセットされます。

重要�

ディスクのセット後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときは、再度ディスクをセットし直
してください。

ディスクの取り出しは、ディスクをセットするときと同じようにオープン/クローズボタン
を押してトレーをイジェクトし、トレーから取り出します（アクセスランプがオレンジ色に
点灯しているときは、ディスクにアクセスしていることを示します。この間、オープン/ク
ローズボタンは機能しません）。
OSによってはOSからトレーをイジェクトすることもできます。
ディスクを取り出したらトレーを元に戻してください。

オープン/クローズボタンを押してもディスクを取り出せない場合は、次の手順に従って取
り出します。

1. POWER/SLEEPスイッチを押して本体の電源をOFF（POWER/SLEEPランプ消灯）にする。

2. 直径約1.2mm、長さ約100mmの金属製
のピン（太めのゼムクリップを引き伸ばし
て代用できる）をCD-ROMドライブのフ
ロントパネルにある強制イジェクトホー
ルに差し込んで、トレーが出てくるまで
ゆっくりと押す。

強制イジェクトホールの位置はドライブ
のタイプによって異なる場合がありま
す。

強制イジェクトホール
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重要�

ⓦ つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。

ⓦ 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会社に連絡してくださ
い。

3. トレーを持って引き出す。

4. ディスクを取り出す。

5. トレーを押して元に戻す。

ディスクの取り扱い

セットするディスクは次の点に注意して取り扱ってください。

ⓦ 本装置は、CD規格に準拠しない「コピーガード付きCD」などのディスクにつきまして
は、CD再生機器における再生の保証はいたしかねます。

ⓦ ディスクを落とさないでください。

ⓦ ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。

ⓦ ディスクにラベルなどを貼らないでください。

ⓦ 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。

ⓦ 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。

ⓦ キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ
い。

ⓦ たばこの煙の当たるところには置かないでください。

ⓦ 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでくださ
い。

ⓦ 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、
ていねいにふいてください。

ⓦ 清掃の際は、CD専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、
ベンジン、シンナーなどは使わないでください。

ⓦ 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。
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